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「平和を考える県民のつどい」実行委員会


（加盟団体）　憲法ネット，民医連，県労連，青商連，県原水協，うたごえ協議会，自治研，学習協，市９条センター，青生連，県教組，高教組，新婦人，農民連，平和委員会，核燃反対連絡会議，市女性９条の会，民青，革新懇





資料代３００円





日時：９月７日（土）１０：３０～１６時


場所：青森市文化会館５階大会議室








日本の憲法と女性に光をあててくれた人


ベアテさんの半生と日本女性の戦後の歩み





日程


１０：００　　開場


１０：３０　　うたごえ


１１：００　　展示～１５：３０


１３：００　　開会・うたごえ


１３：１０　　実行委員長あいさつ


１３：１５　　憲法をめぐる情勢について（報告）


１３：４５　　映画「ベアテの贈り物」～１５：１５


１５：５０　　閉会





展示内容


教科書パネル，憲法の紙芝居，９条グッズ，原爆写真展，オスプレイグッズ，絵画





いまでは当然のごとく通用している男女平等の理念は，昭和２１年１１月３日に現憲法が公布されるまでは，考えられないことでした。


少女時代を日本で育ち，GHQのスタッフとして再来日した２２歳のとき，GHQ民政局の憲法草案制定会議メンバーとして日本国憲法作成に携わったベアテ・シロタ・ゴードンさん。憲法策定の人権に関する小委員会で，日本女性の権利条項を明記することにこだわり，人権に関する１４条と，男女平等に関する２４条に彼女が書いた条項が生かされたのでした。以来，この憲法の条項を基本にして，日本女性の社会進出は目覚ましく，いまも前進しています。


ベアテさんの半生と，憲法施行がもたらした日本女性の戦後の歩みを描いています。男性も必見です。





ベアテの贈り物《９０分》





映画








